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新しい図書館を知ろう 初めての陶土でお面づくり

流木の再資源化のＰＲに地震に備え家具転倒防止
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▲自由な発想で楽しそうにお面を作る児童たち
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▲逃げ回るアユを必死でつかまえた子ども

▲パソコンでの本検索を初めて体験する児童たち
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▲家具転倒防止作業をする消防団員の皆さん

17　2007.9.1
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四大ダムツアー開催 お相撲さんと「はっけよい！」

園児を 澄  ヶ  瀬  簗 へ招待
すみ が せ やな

布のわらじ作りに挑戦
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▲果敢に攻めるも力士に簡単に持ち上げられる園児
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▲大きなアユをおいしそうにほお張る園児たち

▲大井ダム発電所を見学する参加者たち
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▲一生懸命足の指にひもを掛けて布を編み込む参加者
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流しそうめんで“涼” 外国人に接して人権を考える

恵那市を縦断てくてく旅テクノパーク第３期拡張決まる
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▲外国人収容施設での暴行や虐待の実態を訴える山村氏
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▲みの、かさを身に付け岩村城址を歩く参加者

▲用意された１５㍍の竹製樋「上手に食べられるかな？」
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▲協定書を交わす薫田理事長㊨と可知市長㊧

19　2007.9.1

企画展覧会

開館６周年記念特別企画展
【市民観覧無料】

木曽海道六拾九次之内

―違いを楽しむ―

　中山道広重美術館が誇る「木曽海道六拾九次之内」（田

中コレクション）。その神髄ともいうべき集積を２００３年

収蔵作品とともに３期に分けて展示します。

　この展覧会の期間、市民の皆さまには観覧料無料でご

覧いただくことにしました。これは、開館時より美術館

を支えてくださった皆さまに感謝の意を表すとともに、

質・量ともに充実したこのコレクションの意義を再認識

し、地域の芸術文化の振興やまちづくり活動の推進を目

的とする当館の在り方を考えていこうとする試みとし

て行うものです。

　「木曽海道六拾九次之内」

　保永堂版「東海道五拾三次之内」の大ヒットを受けて

企画された、中山道の板橋から大津までの６９宿を描いた

６９点に、起点である日本橋を加えた７０図からなる揃物で

す。このシリーズは、前出「東海道五拾三次之内」と並

ぶ歌川広重の代表作ですが、初期の２４図は美人画などで

有名であった渓斎英泉が手掛け、広重はその後を受け継

いで４６図を仕上げたといわれています。

　―違いを楽しむ―

　今回の展覧会の副題を「違いを楽しむ」としました。

木版画は、版を重ねるうちに版木が摩滅したり、欠損し

たりします。そのため、新しく良い状態のときにすられ

たもの（初摺）と、悪い状態の版木ですったもの（後摺）

があります。さらに、なんらかの事情により版に変更が

加えられ、初摺とは図柄が異なる「 異  版 」というものも
い ばん

あります。

　本展覧会では、田中コレクションの寄贈者である田中

春雄氏が、このシリーズに興味を駆られて１２１点収集さ

れたように、同じ図でもすられた時期によって生じる、

それぞれの違いや魅力をお楽しみいただこうと思いま

す。何度も足を運んで、ゆっくり作品と向かい合ってみ

てください。

■会期　９月６日�～１１月２５日�
　　　　　
■開館時間　午前９時半～午後５時
　　　　　　（入館は午後４時半まで）

■観覧料（市民は観覧無料）　�一般＝８００円（団体６５０
円）　�小・中・高校生＝５００円（団体４００円）

毎週月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日（土日・祝日を除く）休館

※９月３日�～５日�は展示替えのため休館

中山道広重美術館 市民無料観覧券
特別企画展「木曽海道六拾九次之内-違いを楽しむ-」
この券に必要事項を記入し受付にお示しください。

市民は期間中無料で観覧できます。

有効期間　平成１９年９月６日～１１月２５日
記入事項　お住まいはどちらですか（○をつけてください）
 大井町・長島町・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・

 飯地町・岩村町・山岡町・明智町・串原・上矢作町

切り離して使用ください。この券は美術館受付にも用意しています。

 渓 
けい

 斎  英  泉 「木曽街道続ノ壹　日本橋雪之曙」
さい えい せん

大判錦絵　保永堂（ 初  摺 ）
しょ ずり

無款（渓斎英泉）「木曽街道続ノ壹　日本橋雪之曙」
大判錦絵　錦樹堂（ 後  摺 ）

あと ずり

 ※特別企画展関連事業を開催。詳細は、８㌻をご覧ください


